（別添３）
【新規シラバス作成様式】
	講義名
	　

	科目番号
	　
	履修年度
	　2016年度

	開設学部等
	　
	期間
	　後期

	曜日時限
	　
	単位数
	　

	担当教員
	　
	講義コード
	　

	

	■授業内容と方法

	※「地域における具体的課題」を明瞭に設定し，かつその課題に対して本授業がいかにして対応するのかについて明確に記述すること。
※「地域の再生・活性化」あるいは「地域課題の解決」等に資する人材像を具体的かつ明確に設定し、その達成に向け適合的な教育方法を採用すること。
※アクティブ・ラーニング型の学修を取り入れていることが望ましい。

	■達成目標

	※【共通教育等科目について】URGCC学習教育目標[地域・国際性]を設定し，該当する目標の末尾に表記すること（下記の例を参照のこと）。加えて，[社会性]，[コミュニケーション・スキル]，[問題解決力]についても設定し，表記することが望ましい。【専門教育科目について】上記目標に対応する各目標について，同様に表記すること。詳しくは，別添５の資料を参照のこと。
[記入例]
１．地域課題の解決に向けて積極的に提案することができる。［地域・国際性］・[問題解決力]
２．自身の考えを的確に表現できる。[コミュニケーション・スキル]
３．グループのメンバーと協調して意見を交わすことができる。[社会性]

	■評価基準と評価方法

	※達成目標に対し適合的なものであること。

	■履修条件

	　

	■授業計画

	

	■事前・事後学習

	　

	■教科書

	　

	■参考書

	

	■備考(メッセージ)

	　

	■オフィスアワー

	　

	■メールアドレス

	　

	■URL

	フォームの終わり


※本新規シラバスに加え，当該科目の旧シラバス（最も直近のもの）についても併せて提出すること。
